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ら
も
話
を
聞
い
た
こ
と
が
、
自
分
の
中

で
ラ
ン
ク
上
昇
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

問
題
は
離
島
募
集
と
い
う
点
の
み
で
し

た
の
で
、妻
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、あ
っ

さ
り
と
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
食

い
付
き
気
味
に「
単
身
赴
任
ね
！
」と
の

返
答
で
し
た
が（
笑
）。
こ
ん
な
感
じ
で

宮
古
島
保
健
所
勤
務
を
決
め
ま
し
た
。

最
初
か
ら
新
採
用
研
修
を
す
べ
て
受

け（
さ
せ
ら
れ
）ま
し
た
。
40
す
ぎ
の
転

職
お
じ
さ
ん
が
、
20
代
の
若
者
と
研
修

を
受
け
る
の
は
、
修
行
そ
の
も
の
で
し

た
が
、
行
政
の
基
本
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
臨
床
か
ら
転
職
の
場
合
、

と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
新
採
用

研
修
を
受
け
る
べ
き
と
し
た
当
時
の
保

健
総
括
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
の
ん

び
り
と
学
び
な
が
ら
、
臨
床
か
ら
足
を

洗
い
、
行
政
職
に
溶
け
込
ん
で
い
き
ま

し
た
。
今
思
え
ば
、
か
わ
い
い
も
の
？ 

で
す
が
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
発
生
に
備
え
、

県
代
表
と
し
て
東
京
ま
で
何
回
か
研
修

を
受
け（
に
行
か
さ
れ
）、
訓
練
や
研
修

講
師（
を
さ
せ
ら
れ
た
り
）と
、
頑
張
っ

た
な
と
思
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
好
き
な
釣
り
を

再
開
で
き
る
最
高
の
環
境
で
あ
っ
た
の

も
耐
え
ら
れ
た
要
因
で
し
た
。
単
身
赴

任
問
題
を
乗
り
越
え
る
決
め
手
と
は
口

が
裂
け
て
も
い
え
ま
せ
ん
が（
笑
）。

保
健
所
長
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

宮
古
島
３
年
間
の
後
、
本
島
南
部
で

主
任
医
師
と
し
て
勤
務
す
る
中
、
県
内

で
99
名
の
患
者
が
出
る
麻
疹
流
行
が
あ

り
ま
し
た
。
年
度
初
め
で
感
染
症
担
当

は
私
１
人
の
期
間
が
あ
り
、
電
話
番
か

ら
検
体
搬
送
ま
で
こ
な
す
状
況
を
経
験

し
ま
し
た
。
仲
良
く
な
れ
る
の
か
？ 

と
思
い
な
が
ら
も
医
療
機
関
、
本
庁
、

自
治
体
と
の
連
携
を
覚
え
る
良
い
機
会

と
も
な
り
ま
し
た
。

次
に
本
島
中
部
で
班
長
と
し
て
２
年

間
勤
務
し
ま
し
た
。
各
保
健
所
長
の
定

年
日
を
知
る
よ
う
に
な
り
、
次
は
自
分

が（
?!
）や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か

と
、（
周
囲
の
？
）
不
安
を
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
矢
先
、
新
型
コ
ロ
ナ
が

始
ま
り
ま
し
た
。
第
２
波
レ
ベ
ル
で
80

連
勤
し
、
過
酷
さ
を
身
を
も
っ
て
知
り
、

持
続
可
能
な
体
制
に
せ
ね
ば
と
、（
医
師

的
に
は
ほ
ど
ほ
ど
に
）そ
こ
に
注
力
し

ま
し
た
。
流
行
が
加
速
す
る
中
、
保

健
所
長
が
足
り
な
い
年
を
迎
え
ま
し

た
。「
な
る
よ
う
に
な
れ
」と「
辞
め
ら
れ

な
い
よ
な
ぁ
」と
い
う
気
持
ち
で
自
分

な
り
に
腹
を
く
く
り
ま
し
た
。
宮
古
保

健
所
は
想
定
内
で
し
た
が
、
も
う
１
つ

の
離
島
保
健
所
と
３
か
月
の
兼
任
辞
令

は
想
定
外
で
し
た
。
県
内
初
だ
そ
う
で

す
。
な
ん
と
か
な
る
で
し
ょ
と
思
う
し

か
な
い
感
じ
で
保
健
所
長
に
な
り
ま
し

た
。
管
理
職
手
当
等
は
１
所
属
分
で
、

時
間
外
手
当
あ
り
の
こ
ろ
よ
り
給
料
減

惑ワ
ク

惑ワ
ク

の
転
職

10
年
ほ
ど
泌
尿
器
科
の
臨
床
医
で
し

た
が
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
先
の
研
究
機

関
が
楽
し
く
40
歳
を
機
に
、
す
っ
た
も

ん
だ
の
末
に
研
究
職
に
転
職
し
た
も
の

の
、
た
ば
こ
を
一
緒
に
や
め
た
の
が
よ

く
な
か
っ
た
の
か
、
す
っ
た
も
ん
だ
が

終
息
せ
ず
、
行
政
医
師
と
し
て
働
く
こ

と
に
。
不
惑
な
ら
ぬ〝
惑
惑
〟の
四
十
路

で
し
た
。
詳
細
は
話
せ
な
い
こ
と
が
多

く
、
こ
の
誌
面
で
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

正
直
、
保
健
所
は
募
集
が
あ
る
か
ら

転
職
候
補
に
し
て
み
た
と
い
う
と
こ
ろ

で
し
た
。
た
だ
当
時
の
上
司
が
、
あ
き

れ
も
せ
ず
に
人
生
相
談
を
親
身
に
聞
い

て
く
れ
、
な
ぜ
か
保
健
所
を
勧
め
て
く

れ
た
こ
と
、
行
政
に
転
職
し
た
先
輩
か

期待
の若手シリーズ

私にも
言わせて!
第123回

を
知
っ
た
５
月
、
覚
悟
も
染
ま
る
宮
古

ブ
ル
ー
に
な
り
ま
し
た
。

南
の
島
の
新
型
コ
ロ
ナ

管
轄
は
１
市
１
村
で
人
口
は
５
万
６ 

千
人
ほ
ど
で
す
。
２
０
２
０
年
７
月
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
初
発
例
か
ら
２
０
２
２

年
９
月
の
届
け
出
限
定
化
ま
で
の
２
年

ほ
ど
で
２
万
77
名
の
届
け
出
が
あ
り
ま

し
た
。
最
大
は
第
７
波
の
夏
で
人
口

10
万
人
対
２
５
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。

人
員
50
名
余
り
で
対
応
し
ま
し
た
。
こ

の
時
点
で
宮
古
の
罹
患
率
は
約
35
％
、

全
国
17
％
、
沖
縄
県
34
％
で
、
宮
古
は

全
国
の
約
２
倍
、
県
よ
り
は
少
し
多
い

状
況
で
し
た
。

波
ご
と
で
は
、
第
３
波
（
２
０
２
１

年
１
～
２
月
従
来
株
）２
５
１
人
、
第

４
波
（
同
年
４
～
６
月
ア
ル
フ
ァ
株
）

４
４
３
人
、
第
５
波
（
同
年
７
～
10

月
デ
ル
タ
株
）９
７
３
人
、
第
６
波

（
２
０
２
２
年
１
～
３
月
オ
ミ
ク
ロ
ン

Ｂ
Ａ
１
株
）２
０
１
３
人
、
第
７
波
の

春
（
同
年
３
～
６
月
オ
ミ
ク
ロ
ン
Ｂ
Ａ

２
株
）５
８
５
５
人
、
第
７
波
の
夏（
同

年
６
～
９
月
オ
ミ
ク
ロ
ン
Ｂ
Ａ
５
株
）

１
万
６
８
８
人
で
し
た
。
第
４
波
は
第

３
波
の
２
倍
、
第
５
波
は
４
倍
、
第
６

波
は
８
倍
、
第
７
波
の
春
は
23
倍
、
第

７
波
の
夏
は
43
倍
で
す
。
物
や
金
よ
り

人
が
大
切
だ
と
つ
く
づ
く
分
か
り
ま
し

た
。宮

古
地
域
の
入
院
率
は
４
・
６
％
で
、

60
歳
以
上
14
％
、
60
歳
未
満
２
・
４
％

で
し
た
。
波
ご
と
で
は
、
３
波
が
42
・

６
％
と
最
も
高
く
、
４
波
32
・
１
％
、

５
波
18
・
７
％
、
６
波
10
・
８
％
、
７

波
の
春
１
・
７
％
、
７
波
の
夏
は
１
・

６
％
と
低
下
し
ま
し
た
。
宮
古
地
域
の

死
亡
率
は
０
・
19
％
で
し
た
。
沖
縄
県

０
・
14
％
、
全
国
０
・
21
％
で
、
全

国
平
均
よ
り
は
少
な
い
状
況
で
す
（
宮

古
は
県
内
一
の
高
齢
化
地
域
）。
年
齢

別
で
は
、
60
歳
以
上
の
死
亡
率
は
０
・

95
％
、
60
歳
未
満
０
・
02
％
で
し
た
。

波
ご
と
で
は
、３
波
３
・
98
％
、４
波
０
・

23
％
、
５
波
０
・
１
％
、
６
波
０
・
２
％
、

７
波
の
春
０
・
07
％
と
減
少
す
る
も
、

７
波
の
夏
は
０
・
18
％
と
上
昇
し
ま
し

た
。
医
療
崩
壊
の
問
題
で
は
な
く
、
患

者
数
増
大
と
ワ
ク
チ
ン
効
果
減
弱
に
よ

り
高
齢
者
集
団
の
防
御
力
を
超
え
て
し

ま
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
７
波
の

夏
に
お
け
る
60
歳
以
上
の
死
亡
率
は

０
・
75
％
、
60
歳
未
満
は
０
・
02
％
で

し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
死
亡
率
は
、

60
歳
以
上
０
・
55
％
、
60
歳
未
満
０
・

01
％
と
い
わ
れ
ま
す
の
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
は
ま
だ
、
イ
ン
フ
ル
よ
り
少
し
危
険

と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

医
療
機
関
・
高
齢
者
施
設
等
で
の
発

生
数
は
６
０
０
を
超
え
、
宮
古
地
域
に

は
５
０
０
前
後
あ
る
の
で
、
全
施
設
が

新
型
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
た
と
も
い
え
ま

す
。
疑
い
を
含
む
ク
ラ
ス
タ
ー
率
は
３

波
12
・
５
％
で
、
４
波
12
・
５
％
、
５

波
７
・
１
％
、
６
波
12
・
０
％
、
７
波

の
春
６
・
８
％
、
７
波
の
夏
15
・
５
％

で
し
た
。
ク
ラ
ス
タ
ー
率
は
、
ワ
ク
チ

ン
効
果
減
弱
の
あ
る
波
で
は
高
く
な
る

傾
向
が
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

検
査
数
を
比
較
す
る
と
、
７
波
８
月

の
宮
古
地
域
は
10
万
人
当
た
り
１
２ 

０
０
件
／
日
、
本
島
は
６
０
０
件
／
日

ほ
ど
で
、
本
島
の
２
倍
で
し
た
。
保
険

診
療
分
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の

の
、
行
政
検
査
（
保
健
所
、
一
般
無
料

検
査
、
接
触
者
セ
ン
タ
ー
等
）の
陽
性

率
は
、
宮
古
14
・
９
％
で
本
島
15
・
３
％

と
ほ
ぼ
同
じ
で
し
た
。
疫
学
調
査
が
十

分
行
え
て
い
た
の
は
５
波
ま
で
で
す
が
、

宮
古
地
域
の
推
定
感
染
場
所
は
、
県
全

体
と
比
較
し
会
食
（
21
％
vs 

16
％
）と

接
待
を
伴
う
飲
食
（
13
％
vs 

４
％
）の

割
合
が
高
か
っ
た
で
す
。

特
に
困
っ
た
こ
と
は
、
情
報
共
有
、

人
員
確
保
、
検
査
体
制
で
し
た
。
医
療

人
口
５
万
６
千
人
ほ
ど
の
宮
古
島
の
保
健
所
長
と
な
っ
て
２
年
。
新
型
コ
ロ
ナ
台

風
の
日
々
で
し
た
。
私
の
様
子
と
南
の
島
の
新
型
コ
ロ
ナ
状
況
に
つ
い
て
書
い
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
古
島
と
新
型
コ
ロ
ナ
と
私

機
関
、
医
師
会
、
市
村
の
担
当
者
と
の

週
１
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
地
元
マ
ス
コ

ミ
の
取
材
、
他
県
機
関
と
仲
良
く
、
県

対
策
本
部
に
参
加
し
離
島
ア
ピ
ー
ル
を

行
う
な
ど
し
て
、
少
し
は
解
決
に
貢
献

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
職
員
に
は
大
変

恵
ま
れ
ま
し
た
。
運
が
良
か
っ
た
と
し

か
い
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

私
事
と
仕
事

そ
う
い
う
年
頃
で
し
ょ
う
、
で
す
が
、

今
年
は
両
親
の
健
康
問
題
が
連
発
し
た

り
、
自
身
の
糖
尿
病
の
ク
ス
リ
断
ち
が

で
き
た
と
思
っ
た
ら
緑
内
障
を
指
摘
さ

れ
た
り
…
。
釣
り
は
超
不
調
で
涙
に
く

れ
、Y

ouT
ube

の
釣
り
コ
ン
テ
ン
ツ

を
見
て
は
毒
づ
い
て
い
ま
し
た
が
、
緑

内
障
と
診
断
さ
れ
た
と
た
ん
、
80
㎝
超

え
の
ハ
タ
と
フ
エ
フ
キ
を
釣
り
上
げ
た

り
、
ル
ア
ー
釣
り
自
己
記
録
を
連
発
し

た
り
。
開
高
健
の「
漂
え
ど
沈
ま
ず
」が

座
右
の
銘
で
、「
人
間
万
事
塞さ

い

翁お
う

が
馬
」

の
人
生
で
す
。
私
事
も
で
き
る
こ
の
仕

事
に
感
謝
し
て
い
て
、
恩
に
報
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
沖
縄
県

は
行
政
医
師
不
足
で
す
。
ご
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
！

平成11年琉球大学医学部卒業後、同
大学泌尿器科医局入局。医療機関・
研究機関に勤務。26年4月に入庁。
行政医師として沖縄県宮古島の宮古保
健所に勤務。本島保健所で主任医師、
班長を経て、令和3年4月から現職（同
年7月まで石垣島の八重山保健所長を
兼任）。

沖縄県宮古保健所長

木村 太一


